
   

   

   

 

 
 

 

 
 

 

 

Ⅰ 研究構想図，仮説，研究の実際 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 研究授業及び全体会・分科会のようす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的に学習活動に取り組む生徒の育成 

～学びの深まりを通して，達成感を味わわせる指導・支援の工夫～ 

平成３０・令和元年度 大島地区研究協力校「指導方法改善」 

和泊町立城ケ丘中学校 公開研究会 令和２年２月７日（金） 

研究主題 

研究の構想図 

 

仮説２ 
お互いを認め合い，高め合う集

団を形成する場を設定して実践

することで，生徒の自己肯定感を

高めることにつながり，「達成感」

を味わい，「主体的」に学習活動

に取り組むことができるように

なるのではないか。 

仮説１ 
「授業充実の３ポイ

ント」に基づいた指導過

程で「学びの深まりを通

して，達成感を味わわせ

る指導・支援」を重視し

た授業づくりを行って

いくことで，主体的に学

習活動に取り組む生徒

を育成することができ

るのではないか。 

研究の実際① 指導案の様式を統一 

 

研究の実際⓶ 授業充実の３ポイントを意識した授業づくり 

 目標の明確化      山場の工夫      確かめ・見届け 

   
研究の実際③ お互いを認め合い，高め合う集団の育成 

    

一
年
英
語 

二
年
道
徳 

三
年
保
体 

全体会Ⅰ（開会行事） 研究授業 分科会 

研究発表 

全体会Ⅱ（指導講話） 

研究公開に参加された先生方より 

〇 基本的内容や必要な事項

を大切にし，無理なく生徒の

力を伸ばす取組・研究を行っ

ていてとても参考になった。 

〇 指導案を統一することで，

授業の３ポイントを効果的

に取り入れたり，ＩＣＴ機器

の活用をしたりすることで

主体的に活動するための時

間確保にもつながっている

と感じた。 

〇 少人数のクラスの生徒た

ちに手厚い学習指導がなさ

れていると感じた。 

〇 校内の掲示が充実してい

てとても参考になった。 

〇 生徒たちが達成感を味わ

っていたので，素晴らしかっ

た。 

〇 熱心な学びの姿，生き生き

とした表情を見ることがで

きた。 


